
情報システム学会 第 10 回全国大会・研究発表大会 [] 

[]-1 

要旨 

近年，高等教育機関を中心に e ポートフォリオ・マネジメント・システム（以下，e ポートフォリオシステム）
の開発・導入が進められている[1]. しかし，大学関係の有識者の話によると e ポートフォリオシステムを教育に取
り込み活用していく段階で課題を抱えているとの声も多く[2]，教育現場へシステム導入を行っても効果的活用に至
らないという教育者の声も少なくない．そこで本稿では，人間中心の eポートフォリオシステムを目指し，教育場
面と機能を結びつけるため，まずはさまざまなeポートフォリオシステムのもつ機能を洗い出し，整理した．さら
に，そこから見えてきたeポートフォリオシステムの潮流や今後の可能性についても述べる． 

 

1. はじめに  

e ポートフォリオは学習のリフレクションや真正な評価を促進されるとされ，日本の学校教育におい

ても総合的学習の時間における評価法などとして以前より注目を集めてきた．昨今の研究では，データ

の一元的管理を可能とする e ポートフォリオシステムの導入を前提とし，収集する情報の量的側面やそ

の学習効果に焦点が当てられているものが多く見受けられる．一方で，システムを教育に取り込み活用

していく段階で「使い方や評価の仕方が分からない」「eポートフォリオシステムの新規導入・活用にお

ける支援者がいないため，作業に行き詰まる」といった課題を抱えているとの声も多く[2]，効果的なシ

ステムの活用にまで至らない例も少なくない．そのため教育場面での効果的活用につながりやすい e ポ

ートフォリオの需要が高まっている． 

そこで本研究会では，教育者や学習者が効果的な活用に結びつけやすい人間中心の e ポートフォリオ

システムを目指し，教育場面とシステムの持つ機能を結びつけるため，まずは高等教育機関に広く使わ

れている４つのeポートフォリオシステムの選定を行い，それぞれのもつ機能を洗い出し，整理した．  

また本研究については，2014 年 9 月 19 日～21 日に岐阜大学で開催された日本教育工学会第 30 回全国

大会において，ポスターセッション枠で進捗発表を行った．そこで大学等の関係有識者から得られた本

研究に対する意見についても触れる．またそこから見えてきた eポートフォリオシステムの今後の可能

性についても述べる． 

 

2. 近年のeポートフォリオシステムの機能 

教育現場において教育者や学習者が何を活用できて何が課題になりやすいかを把握する上で，e ポー

トフォリオシステムの機能を洗い出し，整理をした．まず，多くの高等教育機関で活用されている

Mahara[4]の機能をベースとして e ポートフォリオシステムの機能を洗い出すことにした．同時に，国内

でシェアの高い e ポートフォリオシステムを選定し比較することにした．比較対象の e ポートフォリオ

システムとしてMahara と同じオープンソースである Sakai OSP（以下，Sakai）[5]，ベンダ提供製品であ

るmanaba folio[6]，WebClass[7]を取り上げ，同等の機能の有無を示す形で表に整理した．Mahara に存在し

ない機能については表 1 に追記し，各システムの違いが明確になるよう留意した．  
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表 1 e ポートフォリオ機能分類表（抜粋） 

 

3. 調査結果から見るeポートフォリオシステムの潮流 

調査結果を元に各システムで何ができるかを洗い出したところ，いずれの e ポートフォリオシステム

も以下のような観点から機能の充足を試みていることが示唆された． 

・再構築性：収集物を再度整理しやすくする（機能例：コレクション，コンテナ） 

・ビジュアル性：収集物の関連付けをより視覚的に表現する（機能例：マトリックス，達成度のレーダ

ーチャート化） 

・コミュニケーション性：他者の関わり合いを促進する（機能例：チャットルーム） 

・アクセシビリティ：マルチデバイスに対応する，他ツールとの連携を促進する（例：Safari，AndroidOS

対応，GoogleApps 連携） 

上記の点においては，製品ホームページ等の情報からバージョンアップ履歴や今後のバージョンアッ

プ予定を調べると，機能拡張の頻度に違いはあるものの，オープンソースもベンダ提供製品も同様に機

能向上を続けているものと思われる． 

しかし一方で，調査結果より共通の課題も見えてきた．多くの e ポートフォリオシステムは，LMSの

拡張機能，オプションという位置づけで提供されていることや，特定の LMS と組み合わせて使用すると

いう場面が想定されているため，e ポートフォリオシステム単体で活用をする，または他の LMSとの組

み合わせで使用することは教育者にとって容易ではないと思われる． 

また，ビジュアル機能，コミュニケーション機能や，アクセシビリティなどで機能拡充が図られてい

る一方で，それらの機能を管理者側が活用するために必要なテンプレートフォーマットやマニュアル，

サポートサービスの提供が十分に進められていない．オープンソースの e ポートフォリオシステムにサ

ポートサービスを提供するベンダが存在する場合も，頻繁なバージョンアップに対応しきれていない状

況が見受けられる．  

 

4. 有識者の意見と考察 

前述のとおり，本研究について大学関係の有識者からいくつかの意見を頂くことができた．その中で

有識者の反応として多かったのが，e ポートフォリオは国から予算がついたことで，導入をしなければ

ならず，ベンダ製品の e ポートフォリオシステムをとりあえず導入した，その結果活用がされていない，

というケースがよくあるということである． 

また研究内容についての意見としては，e ポートフォリオ機能の洗い出しについて，全ての機能が同

じレベル感で並べられており，カテゴリについても基本機能や拡張機能となっていることに違和感を抱

くというものがあった．e ポートフォリオにおいて一番重要な機能は「振り返り」であると考えられる

ため，「振り返り促進をする機能」など e ポートフォリオの活用目的に応じた分類にしてはどうか，と

の意見を頂いた． 

 e ポートフォリオのもっとも重要な存在意義が，学習者が自らの学習履歴の振り返りができることに

あるとすれば，今回比較をした全てのシステムに必ずしも振り返り機能が含まれるわけではなく，シス
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テムの機能不足から高等教育機関において活用がされていない恐れがあると言える． 

 

5. まとめ 

本研究会の機能調査により，いずれの e ポートフォリオシステムも学習を支援しつつ，学習者にシス

テムの利用を促進するような機能拡充を図っている事が明らかになった．しかしながら，e ポートフォ

リオシステムを管理者が活用する場面においては，機能やサービスが充実していないという課題もある． 

また有識者から聴取できた意見からも，高等教育機関において，e ポートフォリオシステムはまだ十分

に活用されているとは言えず，課題も多い現実が見えてきた．但し，有識者の声からは，学習効果を生

み出すツールとして確実に e ポートフォリオシステムが今後より注目され普及していく可能性があるこ

とも分かった．e ポートフォリオシステムの認知度が高等教育機関の中で高まり，さらなる e ポートフ

ォリオの普及につながるよう，本研究では今後，活用場面に応じたテンプレートフォーマットやマニュ

アル参照の機能，活用パターン提案など，具体的な解決方法・対策を模索・提案していきたいと考える． 
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